
研 究 課 題 名 先天性梨状陥凹瘻に関する後方視的研究

研 究 の 対 象
2020年1月1日から2023年12月31日までの間に当院で先天性梨状陥凹瘻と診
断された患者様

研 究 目 的 ･ 方 法

先天性梨状陥凹瘻は胎生期鰓性器官の遺残による先天性の瘻孔です。化膿
性甲状腺炎や深頸部膿瘍、蜂窩織炎の原因となる一方、新生児においては
気道を圧迫する場合があります。治療は外切開による瘻管摘出術が原則で
すが、反回神経麻痺の危険性もあり、15〜25%に遺残や再燃を認めると報告
されています。近年10%硝酸銀水溶液を用いた化学的焼灼術が報告され、有
用性を検討するのに経験の蓄積が必要な現状です。このため、今回2020年
から2023年までの4年間に当院で治療された先天性梨状陥凹瘻の患者様を対
象とした研究を行いたいと考えており、ご協力をお願いいたします。

研 究 期 間 承認日～令和7年3月31日

研 究 に 用 い る
試料・情報の 種類

上記研究対象の患者様の情報をカルテから収集します。

外 部 へ の
試料・情報の 提供

得られた知見は医学論文として発表します。

外 部 か ら の
試料・情報の 提供

なし

研 究 組 織

天使病院小児科　　森岡　圭太（本研究責任者）
　越田　慎一
　高橋　伸浩

天使病院耳鼻咽喉科　及川　敬太
北海道大学病院小児科　清水　康弘

問合せ先及び研究への
利用を拒否する場合の
連　　 　絡　　 　先

〒065-8611 北海道札幌市東区北１２条東３丁目１−１
社会医療法人 母恋　天使病院
（所属）小児科　　（氏名）森岡　圭太
TEL：011-711-0101(代表)　FAX：011-751-1708

天使病院を受診された患者のみな様へ

　本研究に関するご質問･ご相談等がありましたら下記の連絡先までお問い合わせください｡
　ご希望があれば､個人情報及び知的財産の保護に支障がない範囲内で､研究計画書及び関連資料を閲覧することができ
ます。また､試料･情報が当該研究に用いられることについて患者さんもしくは患者さんの代理人の方にご了承いただけない
場合には研究対象といたしませんのでお申し出ください。その場合でも患者さんに不利益が生じることはございません。
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